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＜要旨＞ 

 現代の⽇本アパレル市場では消費の低迷によりファストファッションなどの業態が流⾏ 

し、無難な商品展開が増加している。また、MDの同質化が進み、どの店舗にも似たよう 

な商品が並んでいる。結果として、業界全体が競争⼒を失いつつある。今後は「何が売れ 

るか」ではなく、「何が求められているか」を軸にオリジナリティを発揮し、他店との差 

別化を図ることが求められる。⼀⽅で、近年では原材料価格や輸送コストの⾼騰を受け 

て、アパレル業界全体で商品の価格が上昇傾向にある。その影響はジャンルを問わず広が 

っており、もともと⾼価格帯だったアパレルブランドは、消費者にとってさらに⼿が届き 

にくい存在となっている。 

そこで注⽬したのは、アジア圏を中⼼とした海外のアパレルブランドである。近年、中 

国では若者⽂化と⽇本・韓国のファッションが融合し、新進気鋭のブランドが次々と登場 

している。デザイン性が⾼く、価格も⼿頃で、品質の⾯でも信頼性が⾼まっている。筆者 

は中国を中⼼に韓国・ベトナムなどアジア各国を訪れ、国内ではまだ知られていない多く 

の魅⼒的なブランドと出会ってきた。現地では、若者⽂化を背景に独⾃のデザインが⽣ま 

れ、価格と品質のバランスにも優れたブランドが次々と台頭している。しかし、⾔語や国 

境の壁により、それらが⽇本の消費者へ届きづらい現状がある。 

特にファッションに関⼼の⾼い若者は、新しい海外ブランドへの関⼼が強いにもかかわ 

らず、「買いたいのに買えない」という障壁によって、選択肢が制限されてしまってい 

る。そこで本企画では、海外ブランドをより⾝近にし、オリジナルで多様なファッション 

を⼿に取れる環境をつくることを⽬的とする。 

本ビジネス企画は、2025年４⽉より中国および⼤阪・アメリカ村などにおいて市場調査 

を⾏い、海外アパレルブランドの動向や⽇本市場との⽐較・分析を実施した。その後、ブ 

ランド選定および契約交渉、出店エリアの検討、店舗準備を経て、2025年 11⽉9⽇に新規 

店舗「夢メール」をオープンした。 

デザイン性が⾼く、価格を抑えたアジアブランドを導⼊することは、⽇本のアパレル市 

場の同質化からの脱却につながるだけでなく、若者が⾃由にファッションを楽しめる機会 

を広げる取り組みでもある。筆者⾃⾝が現地で体感した「まだ知られていない魅⼒を届け 

たい」という想いを原動⼒として、本ビジネス企画を実践した。 
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